
「
音
韻
学
」
の
語
誌

―
―
音
韻
の
研
究
を
表
す
語
に
つ
い
て
―
―

阿
久
津

智

〇

ま
と
め

「
音
韻
」（
漢
字
音
）
に
関
す
る
研
究
は
、
中
国
で
は
、
当
初
（
南
北
朝
・

隋
代
以
降
）、
そ
の
ま
ま
「
音
韻
」
と
呼
ば
れ
た
が
、
や
が
て
、「
音
韻
之
学
」

と
い
う
言
い
方
が
で
き
、「
音
韻
」
と
と
も
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
両
者
は
、
日
本
に
伝
わ
り（
前
者
は
平
安
時
代
、
後
者
は
室
町
時
代
か
）、

江
戸
時
代
に
、「
音
韻
」
が
、「
漢
字
音
」
だ
け
で
な
く
、（
日
本
語
音
を
中
心

に
）広
く
言
語
の
音
の
意
味
で
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、「
音
韻
之
学
」（「
音

韻
の
学
」、「
音
韻
ノ
学
」）
も
、
広
く
言
語
の
音
の
研
究
の
意
味
で
も
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

明
治
に
な
る
と
、「
音
韻
の
学
」
は
「
音
韻
学
」
と
な
り
、
従
来
の
用
法
の

ほ
か
に
、
西
洋
のphonetics

（
自
然
科
学
的
な
立
場
か
ら
の
言
語
音
の
研
究
）

の
訳
語
と
し
て
も
（「
発
音
学
」、「
声
音
学
」、「
音
声
学
」
な
ど
と
と
も
に
）

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
や
が
て
、
昭
和
初
期
に
、phonetics

の
訳
語

が
「
音
声
学
」
に
収
束
す
る
と
、「
音
韻
学
」
は
、
西
洋
に
新
し
く
起
こ
っ
た

phonology

（
機
能
的
な
立
場
か
ら
の
言
語
音
の
研
究
）
の
訳
語
と
し
て
（「
音

韻
論
」
と
と
も
に
）
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
の
後
、phonology

の

訳
語
が
「
音
韻
論
」
に
定
着
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、「
音
韻
学
」
は
、
ほ
ぼ
本

来
の
漢
字
音
の
研
究
を
表
す
用
語
に
戻
っ
た
。

一
方
、
中
国
で
は
、
日
本
よ
り
も
遅
れ
て
、
一
九
二
〇
年
代
に
、「
音
韻
之

学
」
に
代
わ
り
、「
音
韻
学
」
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、

phonology

の
訳
語
と
し
て
も
使
わ
れ
た
が
、
後
に
、phonology

の
訳
語
と

し
て
は
、「
音
位
学
」
や
「
音
系
学
」
の
ほ
う
が
一
般
的
に
な
り
、
今
日
で
は
、

「
音
韻
学
」
は
、
主
と
し
て
、
中
国
語
音
（
漢
字
音
）
の
歴
史
的
な
研
究
に
つ

い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

筆
者
は
、
先
に
、「
音
韻
」、「
音
韻
論
」、「
音
声
学
」
な
ど
の
語
誌
に
つ
い

て
発
表
し
て
い
る
が
（
阿
久
津
二
〇
一
七
・
二
〇
一
八
）、
本
稿
で
は
、
こ
れ

ら
を
踏
ま
え
て
、「
音
韻
学
」
の
語
誌
を
中
心
に
、
音
韻
の
研
究
を
表
す
語
に
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つ
い
て
、
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

一

は
じ
め
に

「
音
韻
学
」
と
い
う
語
は
、
日
常
的
に
使
わ
れ
る
、
一
般
的
な
語
で
は
な
い
。

「
音
韻
学
」
は
、
小
型
の
学
習
国
語
辞
典
に
は
、
見
出
し
語
と
し
て
立
項
さ
れ

て
い
な
い
が
（「
音
韻
」
の
子
見
出
し
に
も
な
っ
て
い
な
い
）、
中
型
の
国
語
辞

典
に
は
、
次
の
よ
う
に
載
っ
て
い
る
。

①

中
国
の
文
献
資
料
を
基
に
漢
字
音
を
分
析
す
る
学
問
。

②

「
音
韻
論
」
に
同
じ
。

（『
大
辞
林
第
三
版
』「
音
韻
学
」
三
省
堂

二
〇
〇
六
）

①

中
国
語
の
漢
字
音
に
関
す
る
学
問
。

②

広
く
言
語
音
を
研
究
す
る
学
問
。

（『
大
辞
泉
第
二
版
』「
音
韻
学
」
小
学
館

二
〇
一
二
）

①

音
韻
1
〔
中
国
語
で
漢
字
の
音
を
構
成
す
る
声
母
や
韻
母
な
ど
の
総

称
〕
に
関
し
て
中
国
で
発
達
し
た
学
問
。
ま
た
、
日
本
で
漢
字
の
音
に

関
す
る
学
問
。

②

音
韻
論
に
同
じ
。

（『
広
辞
苑
第
七
版
』「
音
韻
学
」（「
音
韻
」
の
小
見
出
し
）

岩
波
書
店
二
〇
一
八
）（〔
〕
内
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）

こ
れ
ら
の
語
釈
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、「
音
韻
学
」
は
、
言
語
研
究
の
分
野

に
お
け
る
専
門
語
と
い
え
る
が
、
言
語
学
や
日
本
語
学
で
は
、
広
く
「
音
韻
」

（
抽
象
的
・
機
能
的
に
と
ら
え
た
言
語
音
）
に
関
す
る
研
究
領
域
は
「
音
韻
論
」

と
呼
ば
れ
、「
音
韻
学
」
は
、「
音
韻
」
に
関
連
す
る
研
究
分
野
の
中
で
も
、
特

に
「
漢
字
音
」（
中
国
語
音
）
に
関
す
る
研
究
に
限
っ
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多

い
よ
う
で
あ
る
。

以
上
は
、
今
日
の
日
本
語
に
お
け
る
「
音
韻
学
」
の
（
辞
書
的
な
）
意
味
で

あ
る
が
、
本
稿
で
は
、「
音
韻
学
」
と
い
う
語
が
歴
史
的
に
ど
う
使
わ
れ
て
き

た
の
か
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
具
体
的
に
は
、（
一
）「
音
韻
学
」
と
い
う

語
は
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、（
二
）「
音
韻
学
」
と

い
う
語
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
で
使
わ
れ
て
き
た
の
か
、（
三
）「
音
韻
学
」
と

（
ほ
ぼ
）
同
様
の
概
念
を
表
す
語
に
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
の
か
、

に
つ
い
て
見
て
い
く
。

二

「
音
韻
学
」
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か

ま
ず
、
現
代
に
お
け
る
最
大
規
模
の
国
語
辞
典
で
あ
る
『
日
本
国
語
大
辞
典

第
二
版
』（
小
学
館
二
〇
〇
〇
〜
〇
二
。
以
下
、『
日
本
国
語
大
』）
に
お
け
る
、

「
音
韻
学
」
の
意
味
、
お
よ
び
初
出
例
を
見
て
お
く
。

①

中
国
語
の
漢
字
音
に
関
す
る
学
問
。

②

（
広
く
）
言
語
音
を
研
究
す
る
学
問
。

＊
国
語
の
た
め
﹇1895

﹈〈
上
田
万
年
〉
国
語
研
究
に
就
て
「
し
か
し
其

音
韻
学
な
ど
に
至
り
ま
し
て
は
、
今
日
う
け
た
生
理
学
上
、
心
理
学

上
、
言
語
学
上
の
経
験
は
、
ま
る
で
其
改
革
を
要
す
る
事
ゆ
ゑ
」
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（
網
か
け
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）

同
辞
典
は
、「
語
義
説
明
は
、
ほ
ぼ
時
代
を
追
っ
て
記
述
し
、
そ
の
実
際
の

使
用
例
を
、
書
名
と
そ
の
成
立
年
ま
た
は
刊
行
年
と
と
も
に
示
す
」（「
凡
例
」）

方
針
を
と
っ
て
お
り
、
右
の
二
つ
の
意
味
の
う
ち
、
①
を
よ
り
古
い
意
味
と
認

め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
は
、
用
例
が
挙
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
い
つ

ご
ろ
か
ら
①
の
意
味
で
「
音
韻
学
」
と
い
う
語
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
一
方
、
②
に
つ
い
て
は
、
一
八
九
五
年
頃
に
は
使
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

右
の
①
に
つ
い
て
は
、
そ
の
意
味
か
ら
し
て
、
中
国
語
に
「
音
韻
学
」
と
い

う
語
が
あ
り
、
そ
れ
が
日
本
語
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
そ
こ
で
、
中
国
語
に
お
け
る
「
音
韻
学
」
に
つ
い
て
、
最
大
規
模
の
中
国

語
辞
典
で
あ
る
『
漢
語
大
詞
典
』（
上
海
辞
書
出
版
社

一
九
八
六
〜
九
四
）

か
ら
、「
音
韻
学
」
の
意
味
、
お
よ
び
用
例
を
見
て
み
る
（
漢
字
の
字
体
や
、

句
読
点
・
括
弧
類
な
ど
は
、
現
代
日
本
語
で
通
用
し
て
い
る
も
の
に
変
え
て
示

す
。
訓
読
・
日
本
語
訳
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）。

語
言
学
的
一
個
部
門
、
研
究
語
音
結
構
和
語
音
演
変
。
也
叫
声
韻
学
。〔
言

語
学
の
一
部
門
で
、
言
語
音
の
構
造
や
、
言
語
音
の
史
的
変
遷
を
研
究
す

る
。「
声
韻
学
」
と
も
い
う
。〕

宋

沈
括
『
夢
渓
筆
談
』〔
一
一
世
紀
〕（
芸
文
一
）「
音
韻
之
学
、
自

沈
約
為
四
声
、
及
天
竺
梵
学
入
中
国
、
其
術
漸
密
。」〔「
音
韻
之
学
」、

つ
く

（
南
朝
・
梁
の
）
沈
約
、
四
声
を
為
り
て
よ
り
、
天
竺
の
梵
学
が
中
国

に
入
る
に
及
び
、
其
の
術
、
漸
く
密
な
り
。〕

清

皮
錫
瑞
『
経
学
歴
史
』〔
一
九
〇
七
刊
〕（
経
学
復
盛
時
代
）「
小

学
兼
声
音
故
訓
、
宋
呉
�
・
明
陳
第
講
求
古
音
、
猶
多
疏
失
。
顧
炎
武

『
音
学
五
書
』、
始
返
於
古
、
江
（
江
永
）・
戴
（
戴
震
）・
段
（
段
玉

裁
）・
孔
（
孔
広
森
）
益
加
闡
明
。
是
為
音
韻
之
学
。」〔
小
学
は
声
音
・

故
訓
を
兼
ぬ
。
宋
の
呉
�
、
明
の
陳
第
、
古
音
を
講
求
す
れ
ど
も
、
猶
、

疏
失
多
き
が
ご
と
し
。（
明
末
・
清
初
の
）
顧
炎
武
の
『
音
学
五
書
』、

始
め
て
古
に
返
り
、（
清
の
）江
永
・
戴
震
・
段
玉
裁
・
孔
広
森
、
益
々

闡
明
を
加
う
。
是
れ
「
音
韻
之
学
」
た
り
。〕

羅
常
培
『
漢
語
音
韻
学
導
論
』〔
一
九
四
九
初
刊
〕（
緒
論
）「
漢
語
音

韻
学
即
弁
析
漢
字
声
・
韻
・
調
之
発
音
及
類
別
、
並
推
迹
其
古
今
流

変
者
也
。」〔「
漢
語
音
韻
学
」
は
、
即
ち
、
漢
字
の
声
（
声
母
）・
韻
（
韻

母
）・
調
（
声
調
）
の
発
音
及
び
類
別
を
弁
析
し
、
並
び
に
其
の
古
今

の
流
変
を
推
迹
す
る
者
な
り
。〕

『
漢
語
大
詞
典
』
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
三
つ
の
用
例
の
う
ち
、
前
の
二
つ
は
、

「
音
韻
学
」
で
は
な
く
、「
音
韻
之
学
」
の
用
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
中
国
語

で
は
、「
音
韻
之
学
」
と
「
音
韻
学
」
と
が
同
じ
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と

を
示
す
も
の
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
両
者
を
分
け
て
扱
い
た
い
。
そ

の
場
合
、
同
辞
典
の
用
例
を
見
る
限
り
で
は
、
中
国
語
に
お
い
て
「
音
韻
学
」

が
使
わ
れ
始
め
た
の
は
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
（『
日
本
国
語
大
』

に
あ
る
上
田
万
年
の
著
作
に
見
ら
れ
る
例
の
ほ
う
が
古
い
）、
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

と
こ
ろ
で
、
同
辞
典
で
は
、「
音
韻
学
」
の
語
釈
に
、「
中
国
語
に
お
け
る
」
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と
い
う
限
定
は
な
い
が
、
挙
げ
ら
れ
て
い
る
用
例
は
、
す
べ
て
中
国
語
に
関
す

る
も
の
で
あ
る
。
ほ
か
の
大
辞
典
、
専
門
辞
典
類
に
は
、「
音
韻
学
」
の
語
釈

に
、「
漢
字
」、「
中
国
」、「
漢
語
」、「
字
音
」
な
ど
が
使
わ
れ
て
い
る
も
の
が

多
く
、
中
国
語
に
お
け
る
「
音
韻
学
」
は
、
主
と
し
て
、
中
国
語
音
（
漢
字
音
）

に
関
す
る
（
歴
史
的
）
研
究
を
指
す
（『
日
本
国
語
大
』
の
「
音
韻
学
」
①
に

当
た
る
）
も
の
と
思
わ
れ
る
。

亦
称
声
韻
学
或
韻
学
。
弁
析
漢
字
声
・
韻
・
調
的
発
音
和
類
別
、
並
研

究
其
古
今
流
変
的
専
門
之
学
。〔
以
下
略
〕〔「
声
韻
学
」
や
「
韻
学
」
と

も
称
す
る
。「
漢
字
」
の
声
母
・
韻
母
・
声
調
の
発
音
と
類
別
と
を
分
析

し
、
ま
た
、
そ
の
古
今
の
変
遷
を
研
究
す
る
専
門
的
な
学
問
。（
以
下
略
）〕

（『
辞
源

第
三
版
』「
音
韻
学
」
商
務
印
書
館

二
〇
一
五
）

中
国
伝
統
語
言
学
的
一
個
分
支
、
研
究
漢
字
声
・
韻
・
調
的
類
別
及
古

今
演
化
軌
迹
、
並
弁
析
語
音
的
発
生
過
程
。〔
以
下
略
〕〔「
中
国
」
の
伝

統
的
な
言
語
学
の
一
分
野
で
、「
漢
字
」
の
声
母
・
韻
母
・
声
調
の
類
別

と
、
古
今
の
変
遷
の
軌
跡
と
を
研
究
し
、
ま
た
、
言
語
音
の
発
生
過
程
を

分
析
す
る
。（
以
下
略
）〕

（『
伝
統
語
言
学
辞
典

第
二
版
』「
音
韻
学
」

河
北
教
育
出
版
社

二
〇
一
〇
）

也
叫
「
声
韻
学
」。
研
究
漢
語
語
音
系
統
的
沿
革
、
注
重
弁
析
字
音
結
構

中
的
声
・
韻
・
調
三
種
要
素
、
並
研
究
其
不
同
歴
史
時
期
的
分
合
異
同
。

〔
以
下
略
〕〔「
声
韻
学
」
と
も
い
う
。「
漢
語
」（
中
国
語
）
の
言
語
音
系

統
の
沿
革
を
研
究
す
る
。「
字
音
」
の
構
造
に
お
け
る
声
母
・
韻
母
・
声

調
の
三
種
の
要
素
の
分
析
を
重
視
し
、
ま
た
、
そ
れ
ら
の
、
異
な
る
歴
史

的
時
期
に
お
け
る
分
合
・
異
同
を
研
究
す
る
。（
以
下
略
）〕

（『
語
言
学
辞
典

増
訂
版
』「
音
韻
学
」
三
民
書
局

二
〇
〇
五
）

二
・
一

「
音
韻
之
学
」

こ
こ
で
、
し
ば
ら
く
「
音
韻
之
学
」
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。「
音
韻
之

学
」
と
い
う
言
い
方
は
、『
漢
語
大
詞
典
』
に
あ
る
よ
う
に
、
沈
括
の
『
夢
渓

筆
談
』（
一
一
世
紀
）
に
現
れ
た
も
の
が
古
い
用
例
の
よ
う
で
あ
る
。
同
書
「
芸

お
お
む
ね

文
二
」
に
は
、「
大
都
自
沈
約
為
四
声
、
音
韻
愈
密
。」〔
大
都
、
沈
約
、
四
声

を
為
り
て
よ
り
、「
音
韻
」
愈
々
密
な
り
。〕（
本
文
は
「
中
国
哲
学
書
電
子
化

計
劃
」
に
よ
る
）
な
ど
と
い
う
用
例
も
あ
り
、
こ
の
「
音
韻
」
は
「
音
韻
之
学
」

と
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
「
音
韻
」
に
は
、《
音
韻
（
漢
字

音
）
の
研
究
》
を
表
す
用
法
が
あ
り
、「
音
韻
之
学
」
と
い
う
言
い
方
が
出
て

き
た
後
も
、
こ
の
意
味
の
「
音
韻
」
は
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
音
韻
」

の
原
義
で
あ
る
《
音
楽
的
に
調
和
し
た
美
し
い
音
》
か
ら
、《
こ
と
ば
や
声
の

響
き
》
↓
《
詩
の
リ
ズ
ム
や
韻
律
》
↓
《
漢
字
音
》
↓
《
漢
字
音
の
研
究
》
と

い
う
よ
う
に
、
意
味
・
用
法
が
変
遷
・
拡
大
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
阿
久
津

二
〇
一
七：

二
〇
〇
）。
以
下
に
、
中
国
と
日
本
の
文
献
に
お
け
る
、《
音
韻（
漢

字
音
）
の
研
究
》
を
表
す
「
音
韻
」
の
例
と
、「
音
韻
之
学
」（「
音
韻
の
学
」、

「
音
韻
ノ
学
」
を
含
む
）
の
例
と
を
、
い
く
つ
か
挙
げ
て
お
く
（
以
下
、
用
例

は
、
書
籍
・
雑
誌
類
の
ほ
か
、「
中
国
哲
学
書
電
子
化
計
劃
」（『
四
庫
全
書
』
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等
）、「
漢
籍
電
子
文
献
資
料
庫
」、「
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
」（『
群
書
類
従
』、

『
東
洋
文
庫
』
等
）、「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」、「
国
文

学
研
究
資
料
館

電
子
資
料
館
」、「
早
稲
田
大
学
図
書
館

古
典
籍
総
合
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」、「
ヨ
ミ
ダ
ス
歴
史
館
」（
読
売
新
聞
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）、「
毎

索
」（
毎
日
新
聞
社
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
な
ど
に
よ
っ
て
求
め
た
。
な
お
、「
音

韻
」
と
「
音
韵
」
と
は
、「
音
韻
」
に
統
一
す
る
。
ま
た
、
明
治
ま
で
の
刊
行

物
に
つ
い
て
は
、
発
行
元
を
省
略
す
る
）。

「
音
韻
」
の
例

〔
マ
マ
〕

�
孫
叔
言
創
爾
雅
音
義
、
是
漢
末
人
独
知
反
語
、
至
魏
世
此
事
大
行
。

〔
中
略
〕
自
茲
厥
後
、
音
韻
鋒
出
、
各
有
土
風
、
遽
相
非
笑
、
指
馬

之
諭
、
未
知
孰
是
。〔
孫
叔
然
（
孫
炎
）、『
爾
雅
音
義
』
を
創
る
。
是

れ
漢
末
の
人
に
し
て
、
独
り
反
語
（
反
切
）
を
知
る
。
魏
の
世
に
至
り
、

こ
こ

そ

さ
か
ん

此
の
事
、
大
い
に
行
わ
る
。（
中
略
）
茲
よ
り
厥
の
後
、「
音
韻
」
鋒

に
わ
か

に
出
で
、
各
々
土
風
有
り
、
遽
に
相
非
笑
（
非
難
嘲
笑
）
し
、
指
馬

た
と
え

い
ず
れ

（
指
鹿
為
馬
）
の
諭
の
、
未
だ
孰
か
是
な
る
を
知
ら
ず
。〕

（
顔
之
推
『
顔
氏
家
訓
』
巻
下
「
音
辞
篇
」
六
〇
〇
頃
）

�
其
他
若
天
文
・
地
理
・
典
章
・
制
度
・
食
貨
・
刑
法
・
字
学
・
音

韻
・
医
経
・
術
数
之
説
、
亦
靡
不
該
貫
、
旁
而
釈
・
老
之
言
、
亦
洞

究
其
蘊
。〔（
許
謙
は
）其
の
他
、
天
文
・
地
理
・
典
章
・
制
度
・
食
貨
・

刑
法
・
字
学
・「
音
韻
」・
医
経
・
術
数
の
説
の
若
き
も
亦
た
、
貫
く
に

あ
た

か
た
わ
ら

該
ら
ざ
る
も
の
な
く
、
旁
に
し
て
、
釈
（
釈
迦
）・
老
（
老
子
）
の
言

も
亦
た
、
其
の
蘊
を
洞
究
す
。〕

（
宋
濂
等
撰
『
元
史
』
巻
一
八
九
「
列
伝
第
七
六

許
謙
」
一
三
七
〇
）

�
且
古
音
・
今
音
、既
有
開
・
合
・
洪
・
細
之
不
同
、復
有
清
・
濁
・
陰
・

陽
之
互
異
、
非
深
通
音
韻
之
人
、
難
得
要
領
。〔
且
つ
古
音（
上
古
音
）・

今
音
（
中
古
音
）、
既
に
開
（
非
円
唇
音
）・
合
（
円
唇
音
）・
洪
（
非

ま
た

口
蓋
化
音
）・
細
（
口
蓋
化
音
）
の
不
同
有
り
、
復
、
清
・
濁
・
陰
（
清

音
の
声
調
）・
陽
（
濁
音
の
声
調
）
の
互
異
有
り
、
深
く
「
音
韻
」
に

通
ず
る
に
あ
ら
ざ
る
人
、
要
領
を
得
難
し
。〕

（
廖
立
勛
編
、
黎
錦
煕
訂
正
『
実
用
国
音
学
』

商
務
印
書
館

一
九
二
〇：

二
）

�
即
令
三

学
生
四
百
人
ヲ
シ
テ

習
ハ二

五
経
三
史
。
明
法
算
術
。
音
韻
�
篆
等
ノ

六
道
ヲ

一

。

（
三
善
清
行
『
意
見
十
二
箇
条
』
九
一
四
）

「
音
韻
之
学
」
の
例

�
孫
炎
始
作
字
音
於
是
有
音
韻
之
学
。〔
孫
炎
、
始
め
て
字
音
（『
爾
雅

こ
こ

音
義
』）
を
作
る
。
是
に
お
い
て
「
音
韻
之
学
」
有
り
。〕

（
王
応
麟
編
『
玉
海
』
巻
四
四
「
芸
文

小
学
上
」
一
三
世
紀
）

（
同
書
に
は
「
音
韻
之
学
」
の
意
の
「
音
韻
」
も
見
え
る
）

�
其
能
与
隣
邦
並
駕
斉
駆
者
、
全
仗
音
韻
之
学
、
就
如
周
饒
国
能
為
機

巧
、
以
飛
車
為
不
伝
之
秘
、
都
是
一
意
。〔
其
の
能
く
隣
邦
と
並
駕
斉

よ

す
な
わ

駆
す
る
者
は
、
全
く
「
音
韻
之
学
」
に
仗
る
。
就
ち
、
周
饒
国
の
能

み
な

く
機
巧
を
為
り
、
飛
車
を
以
て
不
伝
の
秘
と
為
す
が
如
く
、
都
是
れ
一

意
な
り
。〕
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（
李
汝
珍
『
鏡
花
縁
』
第
二
八
回

一
八
一
八
）

（
同
書
に
は
「
音
韻
之
学
」
の
意
の
「
音
韻
」
も
見
え
る
）

�
右
反
切
ノ
大
道
者
。
声
明
ノ
根
本
也
。
音
韻
ノ
学
業
之
述
作
ノ
軌
範

也
。

（
志
玉
照
珍
『
反
音
抄
』「
反
音
大
意
事
」
一
四
〇
八
）

�
音
韻
の
学
は
十
行
五
位
の
音
韻
の
図
を
以
て
本
と
す
べ
し

（
鴨
東
蔌
父
『
仮
名
文
字
使

蜆
縮
凉
鼓
集
』
上
「
凡
例
」
一
六
九
五
刊
）

�
西
方
諸
国
の
如
き
は
。
方
俗
音
韻
の
学
を
尚
び
て
。
其
文
字
の
如
き

は
尚
ぶ
所
に
は
あ
ら
ず
。

（
新
井
白
石
『
東
雅
』「
一

総
論
」
一
七
一
七
）

�
国
朝
文
治
大
ニ

興
テ

而
音
韻
之
学
悉
復
ン
コ
ト
ヲ

二

古
規
ニ

一

聊
カ

輯
メ

二

於
諸

説
ヲ

一

標
二

註
シ
テ

之
韻
鑑
〔
韻
鏡
〕ニ
二

以
テ

欲
ス

二

与
レ

衆
共
ニ

知
ン
ト

一

（
叡
竜
『
韻
鑑
古
義
標
註
』
上
「
序
」
一
七
二
六
刊
）

�
天
平
の
時
に
至
り
、
右
大
臣
吉
備
ノ
朝
臣
音
韻
ノ
学
に
長
せ
し
事
、

善
相
公
の
封
事
に
見
え
、
悉
曇
の
伝
は
釈
ノ
円
仁
入
唐
し
て
南
天
の
宝

月
三
蔵
よ
り
得
た
る
事
、
三
代
実
録
に
見
え
た
り
。

（
谷
川
士
清
『
和
訓
栞
』
巻
之
一
「
大
綱
」
一
七
七
七
刊
）

（
句
読
点
は
筆
者
に
よ
る
）

�
上
古
、
人
種
政
治
の
単
純
な
る
際
は
、
言
語
の
混
淆
も
極
め
て
少
な
し
。

さ
れ
ば
、
別
に
音
韻
の
学
を
修
め
ず
と
も
、
自
然
に
言
語
の
法
則
に

順
ひ
、
或
は
詩
を
賦
し
、
文
を
作
り
、
以
て
能
く
其
の
思
想
感
情
を
発

露
し
て
、
少
し
も
誤
謬
を
生
ず
る
事
な
か
り
き
。

（
佐
藤
仁
之
助
『
速
成
応
用

漢
学
捷
径
』
一
九
一
〇：

八
三
）

�
は
、
隋
代
の
家
訓
書
に
見
え
る
も
の
で
、「
音
韻
」
を
《
音
韻
（
漢
字
音
）

の
研
究
》
の
意
で
用
い
た
最
古
の
例
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
	
は
、
明
代

に
編
纂
さ
れ
た
正
史
の
列
伝
に
見
え
る
例
で
あ
る
。
こ
の
例
の
よ
う
に
、
学
問

知
識
（
分
野
）
を
列
挙
す
る
中
に
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、「
音
韻
」
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
も
の
は
多
い
（


も
そ
う
で
あ
る
）。
�
は
、
中
国
近
代
の
音
声
学

の
概
論
書
に
見
え
る
例
で
あ
る
。


は
、
平
安
時
代
の
政
治
意
見
書
に
見
え
る

例
で
、
吉
備
真
備
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
�
は
、
南
宋
の
類
書
に
見
え
る
も

の
で
、
内
容
は
�
の
記
事
に
よ
っ
て
い
る
。


は
、
清
代
の
伝
奇
小
説
か
ら
の

例
で
あ
る
。
魯
迅
は
、
こ
の
作
者
の
李
汝
珍
に
つ
い
て
、「
蓋
惟
精
声
韻
之
学

而
仍
敢
于
変
古
、
乃
能
居
学
者
之
列
、
博
識
多
通
而
仍
敢
于
為
小
説
也
。」〔
蓋

こ
れ

よ

し
、
惟
、
声
韻
（
音
韻
）
の
学
に
精
し
く
し
て
、
仍
っ
て
、
敢
え
て
古
を
変
え
、

す
な
わ

乃
ち
能
く
学
者
の
列
に
居
り
、
博
識
多
通
に
し
て
、
仍
っ
て
、
敢
え
て
小
説
を

つ
く為
る
な
ら
ん
。〕
と
述
べ
て
い
る
（『
中
国
小
説
史
略

匯
編
』
上
海
書
店
出
版

社

二
〇
一
五：

二
九
一
（
一
九
二
三
〜
二
四
初
刊
））。
�
は
、
室
町
時
代
の

反
切
の
解
説
書
に
見
え
る
も
の
で
、「
音
韻
ノ
学
業
」
の
例
で
あ
る
が
、
こ
こ

に
挙
げ
て
お
い
た
。
�
は
、
江
戸
時
代
の
仮
名
遣
い
書
に
見
え
る
例
で
、
日
本

語
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
�
は
、
江
戸
時
代
の
語
源
研
究
書
に

見
え
る
例
で
、
西
洋
の
言
語
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
�
は
、
江

戸
時
代
の
、『
韻
鏡
』（
唐
末
〜
五
代
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
韻
図
）
に
標
注
を

加
え
た
書
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
�
は
、
江
戸
時
代
の
辞
書
の
も
の
で
、
内

容
は


の
記
事
に
よ
っ
て
い
る
。
�
は
、
明
治
末
の
漢
学
・
漢
文
の
概
説
書
に
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見
え
る
例
で
あ
る
。

「
音
韻
之
学
」
は
、
本
来
《
漢
字
音
の
研
究
》
の
こ
と
で
あ
る
が
、
�
や
�

の
例
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
日
本
で
は
、
江
戸
時
代
に
は
、
漢
字
音
以
外
の《
言

語
の
音
の
研
究
》の
意
味
で
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
音

韻
」が
、
漢
字
音
以
外
の《
言
語
の
音
》の
意
味
で
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
に
よ
る
（
阿
久
津
二
〇
一
七：

一
九
三
）。
江
戸
時
代
に
は
、《
言
語
の

音
の
研
究
》
の
意
味
で
は
、
漢
字
音
、
日
本
語
の
音
、
そ
の
他
の
言
語
の
音
を

問
わ
ず
、「
音
韻
の
学
」
が
よ
く
使
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
釘
貫
（
二

〇
〇
七
）
は
、「
音
韻
之
学
」
に
関
し
て
、「
わ
が
国
で
はphonology

を
知

る
遙
か
以
前
の
近
世
初
期
か
ら
韻
鏡
注
釈
を
柱
と
す
る
漢
字
音
研
究
を
指
し
て

『
音
韻
之
学
』
と
す
る
伝
統
が
存
在
し
た
。」（
五
ペ
ー
ジ
）、「『
音
韻
之
学
』

は
、
当
初
の
反
切
あ
る
い
は
韻
鏡
の
学
問
を
指
し
て
い
た
も
の
が
、
ま
も
な
く

仮
名
遣
い
の
本
質
規
定
を
通
じ
て
、
五
十
音
図
を
捉
え
た
日
本
音
韻
学
へ
と
展

開
し
た
。」（
四
三
ペ
ー
ジ
）
な
ど
と
述
べ
、
昭
和
初
期
の
神
保
格
や
有
坂
秀
世

の
「
音
韻
」
理
論
に
つ
い
て
も
、「
音
韻
之
学
」
の
伝
統
を
継
承
す
る
も
の
で

あ
る
と
し
て
い
る
。

二
・
二

「
音
韻
学
」
の
使
用
の
始
ま
り

再
び
「
音
韻
学
」
に
つ
い
て
見
て
い
く
。『
日
本
国
語
大
』
に
よ
れ
ば
、「
音

韻
学
」
②
（「（
広
く
）
言
語
音
を
研
究
す
る
学
問
」）
の
初
出
例
は
、
上
田
万

年
の
「
国
語
研
究
に
就
て
」（『
国
語
の
た
め
』
所
収
、
一
八
九
五：

四
八
）
に

見
え
る
も
の
で
あ
る
。
同
論
文
に
は
、「
仮
令
ば
本
居
〔
宣
長
〕
翁
の
様
な
人

は
、
私
共
が
尤
も
敬
慕
す
る
先
生
で
は
あ
り
ま
す
る
が
、
し
か
し
其
音
韻
学
な

ど
に
至
り
ま
し
て
は
、
今
日
う
け
た
生
理
学
上
、
心
理
学
上
、
言
語
学
上
の
経

験
は
、
ま
る
で
其
改
革
を
要
す
る
事
ゆ
ゑ
、
な
ん
ぼ
後
輩
の
私
な
ぞ
で
も
最
早

此
点
で
は
卑
屈
的
に
、
翁
の
説
に
は
賛
成
い
た
し
ま
せ
ぬ
。」
と
あ
り
、
こ
の

「
音
韻
学
」
は
、「
本
居
翁
」
の
「
音
韻
学
」、
つ
ま
り
、（
江
戸
時
代
に
お
け

る
）
日
本
語
を
主
な
対
象
に
し
た
音
韻
研
究
を
指
し
て
い
る
。
一
方
で
、『
国

語
の
た
め
』
所
収
の
別
の
論
文
に
は
、「
フ
ォ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
即
ち
音
韻
学
の

事
」（「
新
国
字
論
」
二
一
八
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
用
例
も
見
ら
れ
る
。
こ
ち
ら
の

「
音
韻
学
」
は
、phonetics

（
音
声
学
）
の
訳
語
だ
と
思
わ
れ
る
。

ほ
か
に
、
こ
れ
ら
と
ほ
ぼ
同
時
期
（
明
治
三
〇
年
前
後
）
の
用
例
に
は
、
た

と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

�
音
韻
学
と
は
、
音
義
・
発
音
等
の
原
理
よ
り
、
父
〔
子
音
〕
母
音
配

合
、
子
韻
〔
父
音
＋
母
音
の
音
節
〕
を
生
ず
る
応
用
、
濁
音
・
音
便
・

通
音
・
延
約
・
省
略
音
・
仮
字
用
格
を
説
き
、

（
大
川
真
澄
『
普
通
教
育

日
本
文
典
』
一
八
九
三：

一
）

（
句
読
点
は
筆
者
に
よ
る
）

�
聞
く
方
今
大
学
令
の
改
正
を
行
は
れ
、
従
て
学
科
上
も
稍
々
面
目
を
改

む
る
と
、
就
て
音
韻
学
は
之
を
小
視
す
れ
ば
、
一
学
科
の
小
部
分
に

過
ぎ
ざ
る
が
如
し
と
雖
、
之
を
大
視
す
れ
ば
、
国
語
国
文
の
原
始
に
し

て
生
を
我
日
本
に
受
く
る
者
一
日
一
時
も
常
用
離
る
べ
か
ら
ざ
る
の
学

理
也
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（
旗
野
十
一
良
「
国
文
科
に
音
韻
学
の
一
科
を
加
え
る
こ
と
を
請
う
建
議
」

『
読
売
新
聞
』
一
八
九
三
年
九
月
一
二
日
）

�
本
朝
音
韻
学
の
研
究
は
亀
山
院
、
文
永
年
中
一
二
六

五
年
頃

に
於
て
其
端
を
開
き

し
と
云
ふ
、
当
時
、
南
都
転
経
院
の
律
師
某
、
韻
鏡
を
唐
本
文
庫
中
に

得
た
り
、

（
猪
狩
幸
之
助
『
漢
文
典
』
一
八
九
八：

一
一
八
）

�
本
邦
音
韻
学
ノ
開
ケ
ザ
ル
ニ
当
リ
テ
ヤ
、
パ
ピ
プ
ペ
ポ
ヲ
以
テ
、
半

濁
音
ト
為
シ
、
清
濁
相
半
バ
セ
ル
音
ナ
リ
ト
セ
リ
キ
。
サ
レ
ド
、
其
イ

ミ
ジ
キ
誤
謬
ナ
ル
事
、
固
ヨ
リ
、
云
フ
ヲ
待
タ
ズ
。

（
瓜
生
篤
忠
・
瓜
生
喬
『
国
文
法
詳
解
』
一
八
九
九：

一
七
）

�
音
声
は
言
語
の
材
料
で
あ
つ
て
、
音
声
と
云
ふ
原
料
の
上
に
、
意
味
が

宿
つ
た
の
が
、
言
語
で
あ
る
と
云
ふ
事
が
、
知
れ
ゝ
ば
、
発
音
学
（
ま

〔
マ
マ
〕

た
、
発
音
学
、
音
韻
学
な
ど
と
も
云
ふ
）
と
言
語
学
と
の
区
別
は
、

更
め
て
述
べ
る
ま
で
も
無
く
、
充
分
明
か
だ
と
思
ふ
が
、
発
音
学
の
方

は
文
字
の
示
す
通
り
に
、
吾
々
が
言
語
を
使
ふ
、
其
原
料
と
し
て
発
す

る
音
韻
に
就
い
て
、
其
性
質
、
構
造
等
を
取
調
べ
る
科
学
に
外
な
ら
ぬ

の
で
あ
る
。

（
岡
倉
由
三
郎
『
発
音
学
講
話
』
一
九
〇
一：

六
）

�
三
代
〔
夏
殷
周
〕
以
前
ニ
ハ
所
謂
音
韻
学
無
カ
リ
キ
、
蓋
シ
其
必
要

無
ケ
レ
ハ
ナ
リ
、
何
ト
ナ
レ
ハ
文
字
ハ
言
語
音
声
ヲ
写
ス
ノ
機
関
タ
ル

ニ
過
キ
サ
レ
ハ
、
若
シ
言
語
ニ
シ
テ
変
遷
ナ
ク
、
音
韻
ニ
シ
テ
異
同
ナ

カ
ラ
シ
メ
ン
カ
、
奈
何
ソ
文
字
ニ
対
シ
テ
音
韻
何
如
ヲ
問
フ
モ
ノ
ア
ラ

ン
ヤ
、

（
児
島
献
吉
郎
『
漢
文
典
』
一
九
〇
二：

四
一
）

�
と
�
と
は
、
漢
文
典
（
漢
文
の
文
法
書
）
に
見
ら
れ
る
例
で
、
こ
れ
ら
の

「
音
韻
学
」
は
、《
漢
字
音
の
研
究
》
を
指
し
て
い
る
。
な
お
、
�
の
内
容
は
、

『
韻
鑑
古
義
標
註

上
』（
�
参
照
）
の
巻
末
の
記
事
に
よ
っ
て
い
る
。
�
と

�
と
は
、
日
本
文
典
（
日
本
語
文
法
書
）
に
見
ら
れ
る
例
で
、
日
本
語
音
に
つ

い
て
述
べ
て
い
る
（
日
本
文
典
の
体
裁
か
ら
い
え
ば
、
こ
の
部
分
は
英
文
典
に

お
け
るorthography

部
門
に
当
た
る
）。
�
は
、
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
「
建

議
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
日
本
語
音
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
�
は
、
英
語
学

者
に
よ
る
「
発
音
学
」
の
概
論
で
あ
り
、
こ
の
「
音
韻
学
」（=

発
音
学
）
は
、

上
田
万
年
の
「
新
国
字
論
」
と
同
様
に
、phonetics

（
音
声
学
）
の
訳
語
で

あ
る
。

以
上
の
「
音
韻
学
」
の
う
ち
、『
日
本
国
語
大
』
の
「
音
韻
学
」
①
（「
中
国

語
の
漢
字
音
に
関
す
る
学
問
」）
に
当
た
る
も
の
は
�
と
�
で
、
残
り
は
「
音

韻
学
」
②
（「（
広
く
）
言
語
音
を
研
究
す
る
学
問
」）
に
当
た
る
と
思
わ
れ
る

（
出
現
時
期
は
、
①
よ
り
、
②
の
ほ
う
が
や
や
早
い
）。
た
だ
し
、
後
者
に
つ

い
て
は
、
大
き
く
、
江
戸
時
代
以
来
の
音
韻
観
に
連
な
る
日
本
語
の
音
韻
研
究

と
、
西
洋
由
来
のphonetics

に
基
づ
く
音
声
研
究
と
に
二
分
さ
れ
る
（
上
田

万
年
の
論
文
で
い
え
ば
、「
国
語
研
究
に
就
て
」の「
音
韻
学
」は
前
者
に
、「
新

国
字
論
」
の
「
音
韻
学
」
は
後
者
に
当
た
る
）。
こ
れ
ら
の
用
例
か
ら
、「
音
韻

学
」
は
（
①
の
意
味
で
も
、
②
の
意
味
で
も
）、
一
八
九
〇
年
代
に
は
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
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「
音
韻
学
」
①
（「
中
国
語
の
漢
字
音
に
関
す
る
学
問
」）
に
つ
い
て
は
、
さ

ら
に
古
い
例
が
、
明
治
初
年
に
文
部
省
が
刊
行
し
た
、
榊
原
芳
野
編
『
文
芸
類

纂
』（
一
八
七
八
）
に
見
ら
れ
る
。

�
沙
門
行
智
は
梵
音
の
口
称
を
訛
り
し
は
、
対
訳
漢
字
の
謬
音
に
因
る
こ

と
を
発
明
し
、
悉
曇
字
記
新
釈
〔
真
釈
〕
を
著
は
し
、
併
せ
て
国
音
を

も
正
し
、
音
韻
学
を
盛
に
闡
明
せ
し
を
以
て
、
今
は
其
道
を
伝
ふ
る

者
少
し
と
せ
す

（
榊
原
芳
野
編
『
文
芸
類
纂
』
巻
五
「
音
博
士
」
一
八
七
八：

二
三
オ
）

ま
た
、
森
鷗
外
の
史
伝
『
伊
沢
蘭
軒
』（『
東
京
日
日
新
聞
』、『
大
阪
毎
日
新

聞
』
に
連
載
）
の
第
五
二
回
に
、
伊
沢
蘭
軒
（
一
七
七
七
〜
一
八
二
九
）
に
よ

せ
ん
せ
い

な
は
ぶ
ん
き

あ
ざ
な
は
き
せ
き

る
、
自
作
の
詩
に
対
す
る
註
、「
先
生
〔
高
松
南
陵
〕
名
文
熈
、
字
季
績
、

お
ん
ゐ
ん
が
く
に
お
い
て
も
つ
と
も
せ
い
き
う
す

し
や
く
ぶ
ん
ゆ
う
い
ら
い

に
ん
な
り

於
音
韻
学

尤
精
究
、
釈
文
雄
以
来
一
人
也
」（
ル
ビ
は
、『
東
京
日
日
新

聞
』
一
九
一
六
年
八
月
二
〇
日
に
よ
る
）
が
引
用
さ
れ
て
い
て
、
こ
こ
に
「
音

韻
学
」
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
が
蘭
軒
の
記
し
た
と
お
り
の
も
の
で
あ
れ
ば
（
筆

者
は
未
確
認
）、「
音
韻
学
」（
①
）
の
最
も
古
い
使
用
例
（
一
八
〇
七
年
頃
か
）

に
な
る
か
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
先
に
も
述
べ
た
が
、
中
国
の
文
献
に
お
け
る
「
音
韻
学
」
の
使
用
は
、

日
本
よ
り
も
さ
ら
に
遅
れ
る
よ
う
で
あ
る
。『
漢
語
大
詞
典
』
に
は
、
羅
常
培

『
漢
語
音
韻
学
導
論
』（
一
九
四
九
刊
）
の
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
も
う

少
し
早
い
時
期
の
も
の
と
し
て
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
、
張
世
禄
の
、「
中
国

音
韻
学
史
之
鳥
瞰
」（『
東
方
雑
誌
』
二
八
―
一
一

一
九
三
一
）、『
音
韻
学
』

（
商
務
印
書
館

一
九
三
三
）、『
中
国
音
韻
学
史
』（
商
務
印
書
館

一
九
三

八
）
な
ど
の
著
作
に
、（
こ
れ
ら
の
題
名
に
あ
る
よ
う
に
）「
音
韻
学
」
が
使
わ

れ
て
い
る
（
阿
久
津
二
〇
一
八：

五
〇
）。
一
九
〇
四
年
創
刊
の
『
東
方
雑
誌
』

を
見
る
限
り
で
は
、「
音
韻
学
」
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
二

〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。

�
中
外
音
韻
学
家
的
中
音
字
母

他
們
用
不
着
注
音
字
母
。
注
音
字
母

止
是
他
們
極
陋
的
参
考
品
之
一
。〔
国
内
外
の
「
音
韻
学
」
家
の
中
国

語
音
字
母

彼
ら
は
注
音
字
母
（
一
九
一
八
年
に
公
布
さ
れ
た
中
国
語

の
発
音
記
号
）
を
用
い
な
い
。
注
音
字
母
は
、
彼
ら
の
粗
悪
な
参
考
品

の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
。〕

（
呉
稚
暉
（
敬
恒
）「
二
百
兆
平
民
大
問
題
最
簡
便
的
解
決
法
」

『
東
方
雑
誌
』
二
一
―
二

一
九
二
四：

L
二
）

�
他
対
於
経
学
・
史
学
・
地
理
学
・
音
韻
学
・
金
石
学
、
都
有
極
精
審

的
著
作
。〔
彼
（
顧
炎
武
）
は
、
経
学
・
史
学
・
地
理
学
・「
音
韻
学
」・

金
石
学
に
関
し
て
、
い
ず
れ
も
精
密
で
詳
細
な
著
作
が
あ
る
。〕

（
梁
啓
超
「
明
清
之
交

中
国
思
想
界
及
其
代
表
人
物
」

『
東
方
雑
誌
』
二
一
―
三

一
九
二
四：

九
〇
）

�
で
は
、「
音
韻
学
」
以
外
に
も
、
学
問
分
野
名
に
「
学
」
が
付
い
て
お
り
、

こ
の
こ
ろ
、
中
国
語
で
「
○
○
学
」
と
い
う
言
い
方
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
著
者
で
あ
る
梁
啓
超
は
、
最
も
早
い
「
漢
訳
書

分
類
目
録
」
で
あ
る
『
西
学
書
目
表
』（
一
八
九
六
）
に
お
い
て
「
漢
訳
西
書
」

の
「
学
類
」
名
に
「
○
学
」
を
用
い
て
お
り
（
坂
出
二
〇
一
八：

一
九
二
）（
日

本
で
は
、
西
周
が
、
一
八
七
〇
頃
に
、『
百
学
連
環
』（
講
義
、
後
に
『
西
周
全
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集
』
に
収
録
）
で
、
西
洋
の
学
問
領
域
に
「
○
○
学
」
と
い
う
訳
語
を
当
て
て

い
る
）、
一
九
二
一
年
刊
の
『
清
代
学
術
概
論
』
に
お
い
て
、「
音
韻
学
」
と
い

う
用
語
を
使
っ
て
い
る
（
た
だ
し
、「
経
学
」
や
「
史
学
」
な
ど
、「
○
学
」
と

い
う
二
字
（
二
音
節
語
）
の
も
の
は
古
く
か
ら
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
）。

�
其
学
問
之
中
堅
、則
経
学
也
、経
学
之
附
庸
則
小
学
。以
次
及
於
史
学
・

天
算
学
・
地
理
学
・
音
韻
学
・
律
呂
学
・
金
石
学
・
校
勘
学
・
目
録

学
・
等
等
、
一
皆
以
此
種
研
究
精
神
治
之
。〔
其
の
学
問
の
中
堅
は
、

則
ち
経
学
な
り
。
経
学
の
附
庸
（
補
助
学
問
）
は
則
ち
小
学
な
り
。
以

て
次
い
で
、
史
学
・
天
算
学
・
地
理
学
・「
音
韻
学
」・
律
呂
学
（
音

楽
）・
金
石
学
・
校
勘
学
・
目
録
学
等
等
に
及
ぶ
。
一
に
皆
此
の
種
の

研
究
精
神
を
以
て
之
を
治
む
。〕

（
梁
啓
超
『
清
代
学
術
概
論
』
水
牛
出
版
社

一
九
七
一：

七
八

（
一
九
二
一
初
刊
））

一
方
、
一
九
一
〇
年
代
の
『
東
方
雑
誌
』
の
記
事
に
は
、「
音
韻
之
学
」
は

見
ら
れ
る
が
、「
音
韻
学
」
は
見
ら
れ
な
い
。

�
音
韻
之
学
。
関
於
国
語
研
究
之
前
途
甚
鉅
。
今
日
欲
謀
言
文
之
一
致
。

求
国
語
教
授
之
改
良
。〔
中
略
〕
至
音
韻
学
説
及
実
行
方
法
。
則
非
経

二
三
年
之
歳
月
。
以
理
論
実
験
双
方
並
求
不
可
。〔「
音
韻
之
学
」。
国

か
た

語
研
究
の
前
途
に
関
し
て
は
、
甚
だ
鉅
く
、
今
日
、
言
文
の
一
致
を
謀

り
、
国
語
教
授
の
改
良
を
求
め
ん
と
欲
す
。〔
中
略
〕
音
韻
学
説
及
び

実
行
方
法
に
至
り
て
は
、
則
ち
、
二
三
年
の
歳
月
を
経
て
、
理
論
・
実

験
の
双
方
を
以
て
並
び
に
求
む
る
に
あ
ら
ず
ん
ば
、
不
可
な
り
。〕

（
馬
裕
藻
「
小
学
国
語
教
授
法
商
榷
」

『
東
方
雑
誌
』
九
―
九

一
九
一
三：

一
六
）

�
於
音
韻
之
学
。
則
未
有
知
。〔「
音
韻
之
学
」
に
於
い
て
は
、
則
ち
、

未
だ
知
る
こ
と
有
ら
ず
。〕

（
陳
衍
「
石
遺
室
詩
話
続
編
巻
十
三
」

『
東
方
雑
誌
』
一
四
―
二

一
九
一
七：

一
二
四
）

�
に
見
ら
れ
る
「
音
韻
学
説
」
は
、
こ
れ
に
続
く
「
実
行
方
法
」
が
「
実
行

の
方
法
」で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
考
え
て
、「
音
韻
の
学
説
」で
あ
ろ
う
か（「
学

説
」
は
、
章
炳
麟
『
文
学
総
略
』（『
国
故
論
衡
』
浙
江
図
書
館

一
九
一
九：

五
九
オ
（
一
九
一
〇
初
刊
））
に
、「
或
言
学
説
文
辞
所
由
異
者
学
説
以
啓
人
思

文
辞
以
増
人
感
」〔
或
い
は
言
う
、
学
説
・
文
辞
の
、
由
り
て
異
な
る
所
の
者

ひ
ら

は
、
学
説
は
以
て
人
思
を
啓
き
、
文
辞
は
以
て
人
感
を
増
す
と
。〕（『
漢
語
大

詞
典
』「
学
説
」
②
「
学
術
上
自
成
系
統
的
主
張
・
理
論
。」〔
学
術
上
、
自
ず

か
ら
系
統
を
成
す
主
張
・
理
論
。〕
の
初
出
例
）
と
見
え
る
が
、
佐
藤
亨
『
現

代
に
生
き
る

幕
末
・
明
治
初
期

漢
語
辞
典
』（
明
治
書
院

二
〇
〇
七：

九
八
）
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
、
日
本
語
の
「
例
よ
り
新
し
い
」
と
い
う
）。

い
ず
れ
に
し
て
も
、「
音
韻
学
」
が
「
音
韻
之
学
」
か
ら
生
ま
れ
た
語
だ
と

い
う
こ
と
は
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

三

「
音
韻
学
」
は
ど
の
よ
う
な
意
味
で
使
わ
れ
て
き
た
の
か

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
い
え
ば
、「
音
韻
学
」
は
、
主
に
明
治
の
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半
ば
過
ぎ
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
語
で
あ
り
、
そ
の
当
時
に
お
い
て
、

大
き
く
、（
ア
）
漢
字
音
の
研
究
、（
イ
）
日
本
語
の
音
の
研
究
、（
ウ
）
音
声

学
（phonetics

の
訳
語
）、
の
三
つ
の
意
味
・
用
法
が
あ
っ
た
と
い
え
る
（
以

下
、
こ
の
節
は
、
主
に
阿
久
津
二
〇
一
八
に
よ
っ
て
述
べ
る
）。

右
の
う
ち
、（
イ
）
は
、
日
本
文
典
に
お
け
る
、
音
韻
や
文
字
に
つ
い
て
の

記
述
な
ど
に
見
ら
れ
る
。（
ウ
）
は
、
先
に
挙
げ
た
上
田
万
年
の
ほ
か
、
伊
沢

修
二
の
著
作
な
ど
に
見
ら
れ
る
。

Phonetics

の
訳
語
と
し
て
は
、
こ
の
当
時
、「
音
韻
学
」
の
ほ
か
に
、「
発

音
学
」
や
「
声
音
学
」
な
ど
も
使
わ
れ
て
い
た
が
、
一
九
二
〇
年
代
に
な
っ
て
、

「
音
声
学
」
が
多
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
、「
音
声
学
」
に
収

束
す
る
。

「
音
韻
学
」
は
、
こ
れ
に
代
わ
り
、
一
九
三
〇
年
代
に
も
た
ら
さ
れ
た
、
当

時
最
新
の
言
語
音
理
論
で
あ
る
、
プ
ラ
ー
グ
学
派
のphonology

の
訳
語
と

し
て
、「
音
韻
論
」
と
と
も
に
、
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
（
�
・
�
）。
た
だ
し
、

こ
れ
よ
り
前
に
、
Ｈ
・
ス
ウ
ィ
ー
ト
のphonology

を
金
田
一
京
助
が
「
音

韻
学
」
と
訳
し
て
い
る
（
�
）。

�
言
語
の
音
の
研
究
は
、
音
韻
学
（
若
し
く
は
音
韻
論
）
に
属
す
る
。

音
変
遷
の
歴
史
や
原
則
の
こ
と
も
此
の
中
の
部
門
で
あ
る
。
音
研
究
の

学
問
に
は
今
一
つ
音
声
学
（
或
い
は
声
音
学
）
と
い
ふ
も
の
が
あ
る
。

此
の
方
は
、
音
変
遷
の
歴
史
や
其
の
原
則
の
こ
と
は
属
し
な
い
。
其
の

代
り
に
、
吾
々
の
発
音
器
官
か
ら
生
ず
る
音
声
の
分
析
や
分
類
な
ど
を

主
と
し
て
や
る
。

（
ヘ
ン
リ
・
ス
ウ
ィ
ー
ト
、
金
田
一
京
助
訳
『
新
言
語
学
』

一
九
一
二：

四
一
）

�
各
国
の
言
語
学
者
達
は
次
第
に
、
言
語
学
に
と
つ
て
は
音
素
の
研
究
の

方
が
従
来
の
生
理
学
的
な
発
音
機
構
や
物
理
・
聴
音
的
な
音
価
の
研
究

よ
り
は
重
要
な
こ
と
を
覚
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
音
声

学
（Phonetik

）
と
音
韻
学
又
は
音
韻
論
（Phonologie

）
と
の
間
に

は
根
本
的
な
差
別
が
あ
る
事
を
認
識
す
る
事
と
な
つ
た
。

（
菊
沢
季
生
「
音
韻
論
の
発
達
」『
コ
ト
バ
』
四
―
七

一
九
三
四：

二
一
）

�
近
年
プ
ラ
ー
グ
を
中
心
と
す
る
一
派
の
学
者
た
ち
がPhonologie

と

い
ふ
名
を
附
け
て
言
語
の
音
声
を
研
究
す
る
一
種
の
観
方
を
主
張
し
て

い
る
。
彼
等
の
謂
ふPhonologie

に
対
立
す
る
も
の
は
所
謂

Phonetik

で
あ
る
。
我
が
国
で
或
人
々
はPhonologie

に
音
韻
学
と

い
ふ
訳
語
を
与
へPhonetik

に
音
声
学
と
い
ふ
訳
語
を
与
へ
て
居
る
。

（
神
保
格
「
所
謂
音
韻
学
と
音
声
学
」『
藤
岡
博
士
功
績
記
念

言
語
学
論
文
集
』
岩
波
書
店

一
九
三
五：

三
一
七
）

phonology

（
独Phonologie

）
は
、
従
来
、
歴
史
的
・
文
献
学
的
な
言
語

音
の
研
究
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
一
九
三
〇
年
ご
ろ
か
ら
、
具
体
的
・
物
理
的

（
自
然
科
学
的
）
な
音
声
研
究
で
あ
るphonetics

（
独Phonetik

）
に
対
す

る
、
抽
象
的
・
機
能
的
な
言
語
音
研
究
を
表
す
語
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、「
音
韻
学
」
に
は
、
新
た
に
、（
エ
）
音
韻
論
（phonology
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の
訳
語
）
と
い
う
意
味
・
用
法
が
生
ま
れ
た
が
、phonology

の
訳
語
は
、
や

が
て
「
音
韻
論
」
に
統
一
さ
れ
、「
音
韻
学
」
の
主
な
意
味
・
用
法
は
、
再
び

元
の
（
ア
）
に
戻
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
中
国
語
に
お
い
て
も
、「
音
韻
学
」
は
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
、

phonology
の
訳
語
と
し
て
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
一
九
五
〇
年
代

以
降
、phonology
（
あ
る
い
はphonem

ics

）
の
訳
語
と
し
て
は
、「
音
位

学
」（「
音
位
」
はphonem

e

の
訳
語
）
が
一
般
的
に
な
り
、
さ
ら
に
、
一
九

八
〇
年
頃
か
ら
は
、「
音
位
学
」
に
代
わ
り
、「
音
系
学
」
が
多
く
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

四

「
音
韻
学
」
の
同
義
語
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
の
か

こ
れ
ま
で
、「
音
韻
学
」
と
（
ほ
ぼ
）
同
様
の
概
念
を
表
し
て
き
た
語
と
し

て
、「
音
韻
」、「
音
韻
之
学
」（「
音
韻
の
学
」「
音
韻
ノ
学
」）
を
取
り
上
げ
、

ま
た
、「
音
韻
学
」
と
同
様
に
、phonetics

やphonology
の
訳
語
に
使
わ

れ
た
も
の
と
し
て
、「
発
音
学
」、「
声
音
学
」、「
音
声
学
」（
以
上
、phonetics

の
訳
語
）、「
音
韻
論
」（phonology

の
訳
語
）
の
名
称
を
挙
げ
た
が
、
本
節

で
は
、
こ
れ
ら
以
外
の
も
の
を
見
て
い
く
。

現
代
中
国
の
「
漢
語
音
韻
学
」
の
概
論
書
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

�
音
韻
学
又
称
「
声
韻
学
」、
古
時
或
称
「
韻
学
」
或
称
「
音
学
」。
在

我
国
、
音
韻
研
究
的
歴
史
雖
然
很
悠
久
、
但
以
「
漢
語
音
韻
学
」
命
名

則
是
近
代
的
事
。
一
九
一
八
年
、
銭
玄
同
在
北
京
大
学
講
音
韻
之
学
、

其
講
義
還
称
「
文
字
学
・
音
篇
」。
後
来
才
把
音
韻
学
作
為
一
門
総
的

概
論
性
的
学
科
来
研
究
。〔「
音
韻
学
」
は
、
ま
た
「
声
韻
学
」
と
も
称

す
る
。
古
く
は
、「
韻
学
」
や
「
音
学
」
と
も
称
し
た
。
我
が
国
に
お

い
て
は
、
音
韻
研
究
の
歴
史
は
大
変
長
い
が
、「
漢
語
音
韻
学
」
と
名

づ
け
ら
れ
た
の
は
近
代
の
こ
と
で
あ
る
。
一
九
一
八
年
に
、
銭
玄
同
が

北
京
大
学
で
「
音
韻
之
学
」
を
講
じ
た
が
、
そ
の
講
義
は
、
ま
だ
「
文

字
学
・
音
篇
」
で
あ
っ
た
。
後
に
な
っ
て
、「
音
韻
学
」
を
、
総
合
的

な
概
論
科
目
と
し
て
研
究
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。〕

（
沈
祥
源
・
楊
子
儀
・
曹
文
安
・
馬
寅
生
『
実
用
漢
語
音
韻
学
』

山
西
教
育
出
版
社

一
九
九
一：

一
）

右
の
記
事
の
中
に
は
、「
音
韻
学
」、「
音
韻
」、「
音
韻
之
学
」の
ほ
か
に
、「
声

韻
学
」、「
韻
学
」、「
音
学
」
と
い
う
語
が
現
れ
て
い
る
。
以
下
、
こ
の
三
語
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
ま
ず
中
国
語
に
お
け
る
意
味
・
用
法
を
概
観
し
、
次
い

で
日
本
語
で
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た
か
を
見
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、「
声
韻
学
」
に
つ
い
て
は
、『
漢
語
大
詞
典
』
の
「
声
韻
学
」
に
、「
研

究
語
音
系
統
和
語
音
演
変
的
科
学
。
是
語
言
学
的
一
個
部
門
。
又
称
音
韻
学
。」

〔
言
語
音
の
系
統
と
言
語
音
の
史
的
変
遷
と
を
研
究
す
る
科
学
。
言
語
学
の
一

部
門
で
あ
る
。
音
韻
学
と
も
称
す
る
。〕
と
あ
る
が
、
用
例
は
挙
げ
ら
れ
て
い

な
い
。
こ
の
「
声
韻
学
」
に
含
ま
れ
る
「
声
韻
」
は
、
古
く
か
ら
「
音
韻
」
の

同
義
語
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
よ
う
で
、
た
と
え
ば
、《
漢
字
音
の
知
識
》
と

い
っ
た
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
も
の
に
、
次
の
よ
う
な
用
例
が
あ
る
。

�
汝
南
周
顒
善
識
声
韻
。〔（
南
朝
・
宋
〜
斉
の
）
汝
南
の
周
顒
、
善
く
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し

「
声
韻
」
を
識
る
。〕

（
蕭
子
顕
撰
『
南
斉
書
』
巻
五
二

列
伝
三
三
「
陸
厥
伝
」
六
世
紀
）

�
及
五
六
歳
、
便
学
為
詩
、
九
歳
諳
識
声
韻
。〔（
白
居
易
）
五
、
六
歳

に
及
ん
で
、
便
ち
詩
を
為
す
こ
と
を
学
び
、
九
歳
に
し
て
「
声
韻
」
を

諳
識
す
。〕

（
劉
�
撰
『
旧
唐
書
』
巻
一
六
六

列
伝
一
一
六
「
白
居
易
伝
」
九
四
五
）

ま
た
、「
声
韻
」
を
書
名
に
含
む
研
究
書
に
は
、
明
代
の
王
応
電
撰
『
声
韻

会
通
』（
一
五
四
〇
）、
清
代
の
戴
震
撰
『
声
韻
考
』（
一
七
六
六
）
な
ど
が
あ

る
。「

声
韻
之
学
」
と
い
う
言
い
方
は
、
一
九
一
〇
年
代
の
文
献
に
現
れ
る
。『
東

方
雑
誌
』
の
記
事
か
ら
例
を
挙
げ
て
お
く
（
先
に
�
の
説
明
に
挙
げ
た
、
魯
迅

『
中
国
小
説
史
略

匯
編
』
に
も
「
声
韻
之
学
」
が
見
え
る
）。

�
私
人
之
研
究
音
韻
製
作
標
音
文
字
者
。
不
下
数
百
。
其
用
力
最
久
而
最

勤
者
。
当
推
盧
君
�
章
。
盧
君
居
厦
門
鼓
浪
嶼
。
孜
孜
於
声
韻
之
学

者
。
殆
三
十
余
年
。
奔
走
南
北
。
以
考
察
方
言
。
推
広
其
標
音
字
母
。

〔
私
人
の
音
韻
を
研
究
し
標
音
文
字
を
製
作
す
る
者
、
数
百
を
下
ら
ず
。

其
の
力
を
用
ゐ
る
に
最
も
久
し
く
最
も
勤
む
る
者
は
、
当
に
盧
君
�
章

（
盧
�
章
）
を
推
す
べ
し
。
盧
君
、
厦
門
・
鼓
浪
嶼
に
居
し
、「
声
韻

之
学
」
に
孜
孜
た
る
者
に
し
て
、
殆
ど
三
十
余
年
、
南
北
に
奔
走
し
、

以
て
方
言
を
考
察
し
、
其
の
標
音
字
母
を
推
広
す
。〕

（
傖
父
「
論
国
音
字
母
」『
東
方
雑
誌
』
一
三
―
五

一
九
一
六：

五
）

「
声
韻
学
」
に
つ
い
て
は
、
張
世
禄
『
中
国
声
韻
学
概
要
』（
商
務
印
書
館

一
九
二
九
）
な
ど
に
使
わ
れ
た
も
の
が
早
い
時
期
の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
（
今

日
で
は
、「
声
韻
学
」
は
、
台
湾
で
よ
く
使
わ
れ
る
）。

日
本
で
は
、「
声
韻
学
」
と
い
う
言
い
方
は
あ
ま
り
使
わ
れ
な
か
っ
た
よ
う

で
、『
日
本
国
語
大
』
に
「
声
韻
学
」
は
立
項
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
声
韻
ノ
学
」、

「
声
韻
の
学
」
は
、
文
献
に
現
れ
て
い
る
。

�
今
ノ
唐
人
ニ
出
逢
テ
通
事
ノ
タ
メ
ニ
学
ブ
唐
音
ノ
稽
古
ト
手
前
ノ
学
問

ノ
受
用
ニ
声
韻
ノ
学
ノ
タ
メ
ニ
ス
ル
唐
音
ノ
稽
古
ト
ハ
其
稽
古
ノ
仕

様
ノ
趣
向
大
ニ
相
違
ア
ル
コ
ト
ナ
リ

（
原
双
桂
『
過
庭
紀
談
』
巻
一

○二

一
八
三
四
刊
）

（
こ
の
「
目
録
」
に
は
「
声
韻
学
」
が
使
わ
れ
て
い
る
）

�
六
朝
の
文
学
は
仏
典
の
漢
訳
に
由
り
、
思
想
の
上
に
も
言
語
の
上
に
も

多
大
な
る
感
化
を
受
け
た
、
其
の
又
感
化
を
受
け
た
が
た
め
に
支
那
文

せ
い
ゐ
ん

が
く

典
は
従
前
に
無
き
新
生
面
を
開
き
、
又
仏
典
の
伝
ふ
る
声
韻
の
学
は
、

た
ま
〴
〵

適
、
当
時
発
達
の
新
詩
に
影
響
を
来
た
し
、
終
に
四
声
音
韻
の
法
則

を
新
た
に
立
て
、
沈
約
の
撰
せ
し
四
声
譜
の
如
き
良
著
述
を
出
だ
す
に

至
つ
た
位
で
あ
る
か
ら
、
其
影
響
を
当
年
の
詩
学
に
及
ぼ
し
た
こ
と
決

し
て
少
な
く
な
い
、（

磯
辺
弥
一
郎
「
国
文
に
及
ぼ
せ
る
英
語
の
感
化
」

『
文
章
世
界
』
一
―
八

一
九
〇
六：

六
）

�
の
「
声
韻
ノ
学
」
は
、《
漢
字
音
の
研
究
》
の
意
味
で
使
わ
れ
、
�
の
「
声

韻
の
学
」
は
、《
漢
字
音
の
研
究
》
と
い
う
よ
り
、《
古
代
イ
ン
ド
の
音
韻
研
究
》

と
い
っ
た
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
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次
に
、「
韻
学
」
に
つ
い
て
は
、『
漢
語
大
詞
典
』
の
「
韻
学
」
に
、「
即
音

韻
学
。」〔
す
な
わ
ち
音
韻
学
。〕
と
あ
り
、
そ
の
用
例
と
し
て
、
沈
括
の
『
夢

渓
筆
談
』（
一
一
世
紀
）「
芸
文
二
」
の
「
自
沈
約
増
崇
韻
学
、〔
以
下
略
〕」〔
沈

ま
す
ま

た
っ
と

約
よ
り
（
後
）
増
す
韻
学
を
崇
ぶ
。（
以
下
略
）〕
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、『
伝
統
語
言
学
辞
典

第
二
版
』
の
「
韻
学
」
に
は
、「
音
韻
学
術
語
。
即

音
韻
学
的
簡
称
、
通
用
於
清
代
。」〔
音
韻
学
の
術
語
。「
音
韻
学
」
の
略
称
で
、

清
代
に
用
い
ら
れ
た
。〕
と
あ
る
。「
韻
学
」
は
、「
音
韻
学
術
語
」
と
し
て
は
、

主
に
清
代
に
使
わ
れ
た
語
の
よ
う
で
あ
る
が
、
明
代
に
も
、
章
黼
撰
『
韻
学
集

成
』（
一
四
六
〇
）、
濮
陽
�
撰
『
韻
学
大
成
』（
一
六
世
紀
）
な
ど
、
韻
書
の

名
称
に
使
わ
れ
て
い
る
。
清
代
に
は
、
毛
奇
齢
撰
『
韻
学
要
指
』（
一
七
世
紀
）、

毛
奇
齢
撰
『
韻
学
通
指
』（
一
七
世
紀
）、
莫
友
芝
『
韻
学
源
流
』（
一
九
世
紀
）

な
ど
の
研
究
書
の
名
称
に
「
韻
学
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。

日
本
で
は
、「
韻
学
」
は
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
用
い
ら
れ
た
よ
う
で

あ
る
。『
日
本
国
語
大
』
の
「
韻
学
」
に
は
、「
漢
字
の
音
韻
に
つ
い
て
研
究
す

る
学
問
。
音
韻
学
。」
と
あ
り
、
初
出
例
と
し
て
、
梅
園
堂
（
都
の
錦
）
の
『
浮

世
草
子
・
元
禄
太
平
記
』（
一
七
〇
二
）「
七
・
今
の
学
者
を
指
折
て
み
る
」
の

「
韻
（
イ
ン
）
学
は
三
雲
新
四
郎
〔
義
正
〕、
大
田
平
右
衛
門
」（
尾
崎
紅
葉
・

渡
部
乙
羽
校
訂
『
校
訂
西
鶴
全
集

下
』（
一
八
九
四
）
で
は
、「
太
田
平
左
衛

門
」）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
馬
渕
和
夫
は
、「
韻
学
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
よ
り

も
広
い
意
味
に
解
釈
し
、「
日
本
に
渡
来
し
た
漢
字
音
韻
学
と
悉
曇
学
（
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
学
問
）
の
混
淆
し
た
学
問
、
と
し
て
よ
い
と
私
は
考

え
て
い
る
。
実
は
『
韻
学
』
と
い
う
名
称
は
江
戸
時
代
で
は
漢
字
音
韻
学
の
意

に
使
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
古
来
、
右
の
二
つ
の
学
問
は
混
淆
し
て
研
究
、

伝
承
さ
れ
て
き
た
の
で
、
両
方
を
ひ
っ
く
る
め
た
概
念
と
し
て
使
っ
て
も
よ
い

と
思
う
」（
馬
渕
一
九
九
三：

一
〇
）
と
述
べ
て
い
る
。
実
際
に
、
本
居
宣
長

な
ど
は
、「
韻
学
」
の
研
究
対
象
に
「
悉
曇
」
を
含
め
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い

た
よ
う
で
あ
る
（
�
）。

�
凡
ソ
音
韻
ヲ
学
バ
ム
者
。
必
悉
曇
ヲ
知
ラ
ズ
バ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
世
ノ

韻
学
者
タ
ヽ
漢
字
ノ
韻
書
ニ
ノ
ミ
執
滞
セ
ル
故
ニ
天
下
ノ
音
韻
ノ
大

体
ヲ
知
ラ
ズ
。

（
本
居
宣
長
『
漢
字
三
音
考
』「
天
竺
国
ノ
韻
」
一
七
八
四
序
）

（「
世
ノ
韻
学
者
」
以
下
は
割
り
注
）

ほ
か
に
、《
漢
字
音
の
研
究
》
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
「
韻
学
」
の
例
を
、

漢
文
典
（
�
）、
日
本
文
典
（
�
）
か
ら
挙
げ
て
お
く
。

�
唐
韻
〔
唐
音
〕
ハ
韻
学

呉
韻
〔
呉
音
〕
ハ
浮
屠
氏
〔
仏
教
〕
ノ
ミ

用
ヰ
、
学
士
ノ
慣
用
ス
ル
者
ハ
大
抵
漢
音
ナ
レ
ト
モ
、

（
岡
三
慶
『
開
巻
驚
新
作
文
用
字
明
弁

一
名
漢
文
典
』

一
八
七
七：

一
オ
）

ヰ
ン
ガ
ク
ハ
ン
ゼ
ツ

ハ
フ

�
此
ノ
〔
和
語
の
〕
延
言
約
言
ハ
、
全
ク
韻
学
反
切
ノ
法
ニ
同
ジ
、
コ

レ
ヲ
巻
首
ニ
置
ケ
ル
五
十
音
図
ニ
照
サ
バ
、
オ
ノ
ヅ
カ
ラ
知
ラ
ル
ベ
シ
、

（
佐
藤
誠
実
『
語
学
指
南

四
』
一
八
七
九：

三
五
オ
）

最
後
に
、「
音
学
」
に
つ
い
て
は
、『
漢
語
大
詞
典
』
の
「
音
学
」
に
、「
音

韻
学
的
旧
称
。」〔
音
韻
学
の
旧
称
。〕
と
あ
り
、
用
例
と
し
て
、
顧
炎
武
の
『
音

学
五
書
』（
一
七
世
紀
）「
序
」
の
「
於
是
今
音
行
而
古
音
亡
、
為
音
学
之
一
変
。」
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〔
是
に
お
い
て
今
音
行
わ
れ
て
古
音
亡
ぶ
、
音
学
の
一
変
と
為
す
。〕
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
伝
統
語
言
学
辞
典

第
二
版
』の「
音
学
」に
は
、「
音

韻
学
的
簡
称
、
通
用
於
清
代
。」〔
音
韻
学
の
略
称
で
、
清
代
に
用
い
ら
れ
た
。〕

と
あ
る
。「
音
学
」は
、
主
に
清
代
に
使
わ
れ
た
語
の
よ
う
で
、
清
代
に
は
、『
音

学
五
書
』（
一
七
世
紀
）
の
ほ
か
に
も
、
江
永
『
音
学
弁
微
』（
一
七
五
九
）、

江
有
誥
『
音
学
十
書
』（
一
九
世
紀
）
な
ど
、
書
名
に
「
音
学
」
を
含
む
著
作

が
多
く
見
ら
れ
る
。

一
方
、
日
本
で
は
、「
音
学
」
は
あ
ま
り
使
わ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

『
日
本
国
語
大
』
に
は
「
音
学
」
が
立
項
さ
れ
て
い
て
、「
①
漢
字
音
韻
に
つ

い
て
の
研
究
を
す
る
学
問
。
韻
学
。

②
『
お
ん
き
ょ
う
が
く
（
音
響
学
）』

に
同
じ
。」
と
あ
る
。
こ
の
う
ち
、「
音
学
」
①
に
は
、
例
と
し
て
は
、
榊
原
芳

野
編
『
文
芸
類
纂
』（
一
八
七
八
）
巻
五
の
「
此
人
〔
晋
卿
〕
か
く
の
如
く
、

音
学
に
明
に
し
て
、
文
選
爾
雅
の
音
を
学
ひ
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
同
書
に

は
、「
音
韻
」、「
音
韻
の
学
」、「
音
韻
学
」
も
使
わ
れ
て
い
る
。
�
参
照
）。
江

戸
時
代
の
文
献
に
は
、
こ
れ
よ
り
古
い
例
も
見
ら
れ
る
。

�
梵
ニ
悉
曇
ア
リ
、
漢
ニ
音
学
叶
韻
〔
古
音
に
関
す
る
学
説
〕
ア
リ
、

（
松
下
見
林
『
本
朝
学
原
浪
華
鈔
』
三

一
六
九
八
序
、
一
七
一
六
刊
）

�
沙
門
神
珙
能
ク

知
リ

二

音
学
ヲ

一

著
ス

二

切
韻
図
ヲ

一

載
タ
リ

二

于
顧
野
王
カ

玉
篇
ノ

巻
末
ニ

一

（
寺
島
良
安
編
『
和
漢
三
才
図
会
』
巻
一
五
「
切
字
」
一
七
一
二
）

明
治
初
年
の
英
和
辞
典
で
は
、
柴
田
昌
吉
・
子
安
峻
『
附
音
挿
図

英
和
字

彙
』（
一
八
七
三
）
に
お
い
て
、「Phonetics,

Phonics

」
と
「Phonology

」

の
訳
語
が
、
と
も
に
「
音
学
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ロ
ブ
シ
ャ
イ
ド
の

『
英
華
辞
典
』（
一
八
六
六
〜
六
九
）
に
よ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る

（
阿
久
津
二
〇
一
八：

三
九
）。

な
お
、『
日
本
国
語
大
』
の
「
音
学
」
②
（「
音
響
学
」）
に
は
、
用
例
は
挙

げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
意
味
の
「
音
学
」
は
、
一
八
八
〇
年
代
以
降
の
物

理
学
の
教
科
書
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
（
�
）。
同
じ
《
音
響
学
》
の
意
味
の

「
音
学
」
は
、
清
代
・
洋
務
運
動
期
に
「
中
国
社
会
の
啓
蒙
を
意
図
し
て
刊
行

さ
れ
た
月
刊
の
定
期
刊
行
誌
」（
吉
田
二
〇
〇
〇：

一
八
八
）
で
あ
る
『
中
西

聞
見
録
』
に
も
見
え
る
（
�
）

�
音
学
ハ
、
声
音
ノ
発
生
・
及
ヒ
其
拡
布
ノ
法
則
ヲ
、
講
求
ス
ル
所
ノ

学
科
ナ
リ
、

（
宇
田
川
準
一
纂
訳
『
改
正
物
理
小
誌

中
』
一
八
八
一：

三
六
オ
）

�
音
学
乃
考
験
各
種
之
音
、
発
音
之
理
、
伝
音
之
拠
也
、〔「
音
学
」
は

乃
ち
、
各
種
の
音
、
発
音
の
理
、
伝
音
の
拠
を
考
験
す
る
な
り
。〕

（『
中
西
聞
見
録
』
第
二
一
号
「
論
音
学
」
一
八
七
四：

一
〇
オ
）

五

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
の
ま
と
め
と
し
て
、「
音
韻
学
」
を
中
心
に
、
日
本
に
お
け
る
、

音
韻
（
言
語
の
音
）
の
研
究
を
表
す
主
な
語
の
変
遷
を
、
図
に
示
し
て
お
く
。
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…………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………

韻

学

音
韻
の
学

音
韻

（
音
声
学
）

声
音
学

発
音
学

音
声
学

（
音
韻
論
）

音
韻
論

図
に
見
る
よ
う
に
、「
音
韻
」、「
音
韻
の
学
」
が
「
音
韻
学
」
に
な
っ
た
わ

け
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
単
な
る
名
称
の
変
更
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
日

本
語
に
お
け
る
「
○
○
学
」
と
い
う
言
い
方
は
、
お
そ
ら
く
明
治
初
年
に
西
洋

の
学
問
を
導
入
す
る
際
に
作
り
出
さ
れ
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
ま
さ
に
そ

の
当
時
に
あ
っ
て
、「
西
洋
の
知
を
理
解
・
吸
収
し
、
翻
訳
や
講
義
や
著
述
を

通
じ
て
公
に
す
る
活
動
を
続
け
」、「
そ
れ
ま
で
日
本
に
は
な
か
っ
た
多
く
の
言

葉
を
造
っ
た
」（
山
本
二
〇
一
六：

八
、
一
二
）
西
周
は
、『
百
学
連
環
』（
一

八
七
〇
頃
）「
第
一

総
論
」（
甲
本
）
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

�
凡
そ
学
問
に
は
学
域
と
云
ふ
あ
り
て
、
地
理
学
は
地
理
学
の
学
域
あ
り
、

政
事
〔
学
〕
は
政
事
〔
学
〕
の
学
域
あ
り
、
敢
て
其
域
を
越
え
て
種
々

混
雑
す
る
こ
と
な
し
。
地
理
学
は
地
理
学
の
域
、
政
事
学
は
政
事
学
の

域
、
何
れ
よ
り
し
て
何
れ
迄
其
学
の
域
た
る
こ
と
を
分
明
識
察
し
て
、

其
の
境
界
を
正
し
く
区
別
す
る
を
要
す
へ
し
。
故
に
今
政
事
学
を
以
て

専
務
と
為
す
人
に
依
り
て
、
器
械
の
事
を
以
て
問
ん
と
欲
す
る
と
き
、

其
人
縦
令
器
械
の
学
を
知
る
と
雖
も
之
を
他
に
譲
り
て
敢
て
教
へ
さ
る

を
常
と
す
。
漢
に
於
て
も
其
学
域
と
云
ふ
更
に
区
別
あ
る
こ
と
な
し
、

最
迂
闊
の
事
な
ら
ん
か
。

（
西
周
述
、
永
見
裕
筆
『
百
学
連
環
』「
第
一

総
論
」

大
久
保
利
謙
編
『
西
周
全
集

第
四
巻
』
宗
高
書
房

一
九
八
一：

一
一
）

（「
漢
に
」
以
下
は
割
り
注
。〔

〕
内
は
全
集
に
よ
る
）

こ
こ
で
は
、
西
洋
に
は
、「
何
れ
よ
り
し
て
何
れ
迄
其
学
の
域
た
る
こ
と
を

分
明
識
察
し
て
、
其
の
境
界
を
正
し
く
区
別
す
る
」
よ
う
な
「
学
域
」
が
あ
る

が
、「
漢
」（
や
日
本
）
に
は
、
そ
の
よ
う
な
「
学
域
」
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
「
漢
に
」
以
下
に
当
た
る
部
分
は
、
別
本
（
乙
本
）
に
は
、
欄
外
に
朱
書

き
で
、「
漢
学
に
経
学
家
歴
史
家
及
ひ
文
章
等
の
区
別
あ
り
と
雖
と
も
更
に
学

域
た
る
も
あ
ら
す
」（『
西
周
全
集

第
四
巻
』
四
二
ペ
ー
ジ
）
と
あ
る
。
西
は
、

「
中
国
伝
来
の
学
術
分
類
」（「
目
録
学
」）
に
つ
い
て
は
、「
西
洋
の
学
術
の
よ

時代
意味・用法

漢字音研究
（太線部は、日本語
音の研究にも使わ
れたことを示す）

音声学
（phonetics）

音韻論
（phonology）

平安…江戸明治大正昭和

音
韻
学

音

韻

学

音
韻
学
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う
に
細
か
く
専
門
に
区
別
さ
れ
て
は
い
な
い
」（
山
本
二
〇
一
六：

七
八
）
と

考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

西
は
、『
百
学
連
環
』
に
お
い
て
、phonology

を
「
音
声
学
」
と
訳
し
て

い
る
（『
西
周
全
集

第
四
巻
』
九
三
ペ
ー
ジ
。
こ
れ
は
、『
日
本
国
語
大
』
で

「
音
声
学
」（「
�
英
�phonology

の
訳
語
」）
の
初
出
例
と
な
っ
て
い
る
）。

ま
た
、
西
の
手
書
き
の
ノ
ー
ト
（
左
横
書
き
）
に
は
、「phonology

」
の
右

に
「
音
韻
学
」
と
書
か
れ
、
そ
の
「
韻
」
が
消
さ
れ
て
、
そ
の
下
に
「
声
」
と

記
さ
れ
て
い
る
（『
西
周
全
集

第
四
巻
』「
百
学
連
環
覚
書
（
第
一
冊
）」
三

五
五
ペ
ー
ジ
）。
こ
こ
か
ら
、
西
がphonology

に
対
し
て
、「
音
声
学
」
の

ほ
か
に
、「
音
韻
学
」
と
い
う
訳
語
を
考
え
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
実

際
に
は
、phonology

の
訳
語
と
し
て
は
、「
音
声
学
」
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ

ず
（「
音
声
学
」
は
、
後
に
、phonetics

の
訳
語
と
し
て
定
着
す
る
）、
後
に

「
音
韻
学
」
や
「
音
韻
論
」
が
当
て
ら
れ
、
結
局
、「
音
韻
論
」
で
定
着
す
る

の
で
あ
る
が
（「
音
韻
学
」
の
用
法
は
、《
漢
字
音
の
研
究
》
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ

る
）、
い
ず
れ
に
し
て
も
、「
音
韻
学
」
と
い
う
名
称
が
生
ま
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、「
音
韻
」
が
「
学
域
」
を
も
つ
も
の
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
い
え
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。
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